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序

111'，1，馬県北西部の吾妻郡に位置する 中之条町は、文化 ・交通の要所として、 22かな向然環境の

もとで山代から現代にまで渡って発展してきており、今日までの道筋は各万而のアプロ一千に

より次第にはっきりとしてきています。

近年の周蔵文化財発掘調査におきましても、厚手の本をー頁ずつ捲って行〈械に新たな歴史

が目前に現れてきています。そして、その埋蔵文化財発掘調査に直接・間接に参加lして頂いた

万々 も.tr:えてまいりました。このこと 11休が、いにしえからの文化を後世に伝えて行くための

大切な 'l~であり、埋蔵文化財発掘調食の意味する所でもあります。

きて、県営ほ場整備事業償尾地区に伴うIilll歳文化財発娼調査においても、古代の遺跡が確認

されています。今回中沢泣跡C区と桃瀬泣跡B区において確認された住居跡も、*，久回川流域

に広〈展開する~i事跡の一部として{立世づけられます。 そして、さらに中之条町で雌認されて

いる遺跡との関係や群馬県北西部での位Lllづけなど、各地域との比較のための資料としてこの

遺跡の概要を報管させていただきます。

いにしえから現代に至るまでという時間の縦糸と、今回調をされた住居一閥、の時代の文化とい

う横系の一部として、この成果が現代から未来への文化の発展の中で、研究 ・教育等に活かさ

れますことを念じてやみません。

i此後になりましたが、今回の発級品1ィをの実施にあたりご指導、ご協力を頂きました関係各位

に対して深〈感謝申し上げます。

平成8年 3月29日

中之条町教育委貝会

教育長中浮恒夫
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+:乃は、県当ほ場笠備事業績1M也区に11'い、中之条町教育委只会が半成6年度に実施した、検Jt地区遺

跡iIf中沢遺跡C区及び桃瀬泣湖、B[互の発!}ui訓作概要報告i!?である。

小沢近跡C区の発掘調査は、平成6年 51116tlから平成6年 8H 1 0日まて慣行い、桃沖ii遺跡日医の発

1!:1l ~刈 :在は、平成 6 年 1 2月5日から判瓦7年 3Jl 3 1日まで行った。両遺跡的J立物務用は平成6年度及

ひ，'JZ成7年度に行い、報告J?の作成は干成7年J:!tに行った。

発掘調査は、群馬県渋川上地改良 JJ~務所めま~Jf:.を受けて、中之条町教育委只会が災地した

発t同調査の経費は、渋川土地改良 li務所からの委託イト国宝重要文化財等保存格備官lEI!oIl補助金、群馬

県文化財保存事業補助金及び町'l~ を充てた

s調作組織は以下の通りである。

教育長

社会教育課長

社会教育係長

社会教育課主Ijl:

111 ~宰 恒夫

M木 正勝

水出 隆夫

山田

ノド占的執事及び編集は、

俊彦(調合州["'，) 

山凹俊彦ーが行った。

遣問実品11I図のトレース及び持図作成は、制的J皇佐 (社会教育課主主F)を中心lこ小洲市(-， it';"水夏子が行

なった。

m怖の写真機影は、悩叫美佐、山悶俊彦が行った。遺物の写真搬影は須崎幸夫 (社会教育課玉'I>lが行
った。

+:調査における記録 ・出土遺物については、中之条町教育委只会が保告している

e調盆並ひ'に本:A?の編集に際しては、下記の)J々 にご指導ご協力頂いた。

群馬県教育委員会、渋川土地改良・!i務所、株式会社ililI研

発JI:t調売の協力者は下記の通りである。(5 0音順 敬柏、略)

(敬林略)

「f柳七郎伊東世代子 入海)'jr-' i，'1水9:子 l則トンエ ・田村きだ ・;冨1軍兵野留 ・生可l博 ・浜野i王次

目¥lKとし子 ・Jf野照子 11.1本);:雄綿J't絢 f 綿n'i?;f-



凡例

立構実測図中内世rr而基準線は椋ffE て事よわ し 、 }j位記号lilf. l::!北をI}~す 。

2 グリソドについては国家1<If椋をJTJい、表記については座原仙の下 3ケタを使刑している。

([，Ij) 010-345G:X=67010・Y=-86345

3 逃t再尖ifllJ図的紡には次の通りであるが、一部に例外もある。

全体図 1/400 fU'; 跡 ・土坑構状遺構 1/60 

4 遺構 遺物写点の縮尺は統ーしていない。
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I 調査に至る経緯

Vr~'日ほiJ!j強制ii 'J-~業横尾地区 l立、中之条町の束郡 名久111川町右岸に位置しており、約 154.2haのI面

的を内的ている。この地区には、奥山原il'l跡、長久保遺跡などの周知的遺跡が多数存抗しているほか、干成

2 'rJ立に行った..jq也l'互の分布調作により )'Il崎文化111の包誠I也が広範囲に及んでいることが'VIらかにな った。
このため、渋 1111 地改良事務所且び町t~H~上地改良係と協議を行った結果、道水路部分岨び遺構が破I型さ

れる切上部分については、埋J能文化財の発Iliiidf:1伐を実施し、記録保存の惜慌を品ずることとなった。

II 遺跡の位置と周辺遺跡

<[ ，之長田Iは、県の北西部を流れる吾瓦川~tI;lに位Ji L 、 1 ~日 2 部 7 町村に接している 。 北に新潟県南魚沼

山湯沢町、 l"iに六合村、南に舌長町、南京にJlW 且ぴ北梓時l町i小野七村、*に向山村、北京には利似郎新治

村である。J也凶の<[，のrlr之条町l土、'J草加11を かなめにして東西万向に置いた瓜を北に[irJかつて45・はど

Jl:げた』形に比える。南京方[:rJか句商 ・北西)][{IJにかけては、末広がりに奥行きのある地形とな っている。

I*i Jl(の小 ~'f'上村 }j巾1から l五1 i1î 353~j-紛で中之条町に入 っ て米ると、町11:の」じに山 111 (7 89m)があり、

<[，之条従地内北側に従えている。市内否主回I金JI'}j 1Mから<[，之条町を望むと訪山だけではなく蛾川It(8 5 

3 m)の干iイ1も大きく比える。

中之条t.tL地はJj(風状て1軒東に口を聞いた同蹄Jf;jAに統〈山々に閤まれている。北から布i包11i(1597m)、

北河に本f1/合山(1 567m ) 、西に必坂削 ( 1088m ) とこの辺りて'は比較的I:'~ い海抜の山が統〈 街に

は百端山(1181m)、薬師岳 (974m)がある。出点にはトニケ岳 (1200m)が、そして北米から

」ヒへは大i丘昨 (830m)、亦沢111( 1 4 5 4 m)から前記の析包山へと統〈 。

'1'之条町には大小の河111 が流れる 。 町の中央官i を北から南に流れる何万川が、町の南を丙から ~tに流れる

tE品川に流入する。この四万川には西か句束に流れる上沢渡川が合流Lている。別に名久ElI川カ、北京)][{IJか

ら市内}jl"jに流札、吾占川に流入する。ニグヲれ久凶川は、中之条町の東側の町村境を趨えた):'5LlI村からの流

入である。

111 i}{;立跡じ l，zは償16地阪の北東部に位;町し、名久 IU川右中の河t;，~段丘に述なる行陵町点側斜1Mに ι地する 。

調作|メ内海政li3 8 2 mから 388mで、狭い純PMにfiJif跡が段々畑状にはば3f止に存イ1するのが倣認され

た。桃i軒il立制'B区は、地区南側を京ifit1る桃瀬川町イiLI~に位置する 。 調ft区内現状はとらに側lであ っ た 。

これまてに実施した~~，"gほ場監Wi'l，X;椴 l己I也氏にrIう E淵告としては、七日 rl-i.i立跡A. BI豆、小沢遺跡A区、

小坂浩跡、があるが、この他に周辺地域で中之条町教育安u会が調先を行った遺跡とし ては、 J、代 l{ 烹~j立跡.

才1久1118 ~;. ，t; 1;'1.大塚泣跡群町jil' ji;(遺跡.nr，l;lJi立跡、 ド遺跡群の F 干遺跡 ー 下 JJ~ r'::j泣跡 ー 刊 m泣跡、伊勢

町I也氏逃跡i作 (上JJ;¥法跡 天~Itil'l跡 ・ 川端遺跡 ) が挙げられる 。

III 調査の方法

'1' 沢泣跡じ|王町s調子tは、試掘調伐の結*を L とに本調俗的範聞を設走し、 j立構侃~æl(ri まてヨの深さを参与に

li~ L場所の昨{民を行い、弔機による似円Ifからぶnーした 。 ，~1.j 1i区が傾斜地て“あるた的、州必1(\1まてeの拍lllíリは特



に慎iEに行ったが、すでに耕作によって撹乱を受けていたこともあって、この時白でliリ半された遺梢もあっ

た。

弔機による掘削と作業 l~による雌認面の村査を半十j し、プラング〉碓認を行った。雌fd、されたプランはが灰

にて線引きした 。 i~l1'l'区全体の倣認を終えた後、遺構調査 rìíj内全景写真を ~U[; し、基本土府の記録を行った。

遺構の調査は、覆土に浅間一粕川テ7ラ(以下粕川子7ラと略記)を含むill椛から開始した。この作業内

終了後、僚名 渋川テフラ(以 l、FAと略記)を合も，;阜桃を調査した。調査は復数の正11，耳を、l'行して行い、

図IHI作成、写JU最彩、 ilt怖の観桜等を順次行ったロ特に残存状態の良い力7 ドについては、 1/10の縮尺

でカ7 ド図を作成した。基本的には掘り万まで調布を行って存泣械の調布を終了し、最終的には完!f.Ii状態的

調査区全体閃を作成し 、全景五-Aの!ftl日3後に遺跡の調査を終了した。

桃坤illi'i跡については、」事計!lhJにぷづいてA. BI"ZとI"Z割リし、i1'i水路部分を対象に試掘調査をとム施した。

1 r~l 沢遺跡じ[メ 2桃瀬遺跡日灰 3七日J¥i泣跡AI"Z 4七Udiili跡日l支 5 r!-r i)~遺跡 AIメ 6小以Ul跡

7疋代上L明治湖， 8?'，久11]8号 IlJ杭 9 J[-. 1-)~Ull跡 10.'1;:i 訓追跡 llfドill跡 12 ド I)~ρ:j/ü跡 13'口出遺跡

14上JJ;"(遺跡 15疋神ill跡 16川端泣跡

第1図遺跡の立地と周辺遺跡(1 /50，000) 

2 



第2図遺跡調査区設定図 (1/5，OOO)
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この結果、いずれの地区から L住肘跡をはじめとする遺構の作白ーが碓認されたが‘ BIKについては治十島を佐

認した地出のIflHltを広げるかたちで継続して本調査に泊予した。調作区は、尚北lilulのトレンチを米両 1fl;']

にわずかに広げて設定したため、いずれの遺構も部分的なi1i必に止まった。重機による掘削の終了後、作業

Hによる健認聞の将司、fを行い、プラン，1ji，遣を行った。遺構の調査li、図的!の記銭、写.Q:の記録、遺械の観祭

等を行っ た。 ).~-1"的に似り Hまで調査を行っ た。 桃i頼 ill町、については冬JUJの E調伐とな っ たため、凍結や降ぷ

を ~}j ぐためにンートをかけるなど、遺構を UII!:する処置を行いつつ，調査を i正めた 。

W 中沢遺跡、C区

基本層序

l、に示す上層断面は、 000 - 345G にて a~î止した IIIJM以下はいわゆるロ ム lである。色B淵につい

ては、 『新版際iV.1一色帖』に拠った

11{1褐色上

一一-385.500.. 
日柄と 日l肘とのilH。

[[ ，1，1.¥色 1

(1色*!I.r-を微:;I， j.~'l f.在色料 fをi粧品、焼土事¥'f

Fを微51含む

11 
ー一一385.000剛 111 にぶい ~I'ì.褐色 1'. ( 1 0 Y R 5 4 )ややAL味

内色村 fをi敢な、J.w.色村 fを微;，i:、焼土料 f

をi世lot含む

2 ) Ikil(褐色上 (10YR4W 
111 

一一-384.500m 
紅色事:':rを微位、 (1色料 fを1世l辻、焼上粒 f
を微lst含む

W v 11)] Ol褐色上 (1 0 Y R 6 6 )やや砂町

v 
W府 iが浪人 (1色粒 Iをi世lst含む

Vl lりJ.Lll尚色仁(1 0 Y 11 6 8) ，'H~ 

慨を少;止、 (1 灰色村 f を微皇、 'H 色*\'~ {を微
ー- 384.000"，

VI 
141含む

第4図 中沢遺跡C区基本土層

2 調査の概要

-1".調査に先立ち‘試掘調伐を中之条町教il委H会 (tlJ勺降、!且充s剣先日)か行った 現状の畑の地If3に沿っ

て"，， 11m トレ/チを入れた紡!荘、波数のf:tJ11;.跡的プランヵ、佐giZ された 。 この結果を防まえて、対象範~.IJ、調1'i

確n，2-lfiiを決定し本a調1f1ニrz子した 訓査では、 1 5軒の住屑跡、 2条の構状迂1I1品、 6)，1;の仁IIi.1ド6Jti12された

3 



検出された遺構と遺物3 
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1貯住居降吻マド 土楢a明

晴褐色上 句廃止位+を磁'"含む

..網島色t しま '1のなもプロ タ試の 1
幡褐色:t F Aを少量含む 処主的 Fを，.民合む

..綱色j: F A を少員含む。 健土 I ，~ (- 炭化絢を微緩~むの

司柵色土 鮎 1債でプロ ，ク状の L FAを少民合む

有制色土 m 5 R闘に領以する.FAU:¥Jr.:ぃ
時制局色t l高昧を必ぴる Sめが叫[，、
附凶色 t 司"層に飴似する 拘uニYロノク.少隊合む
亦補色帖j と大河野の娩tプロ J ク

晴樹色2 枯土質で後上約 fをおびる

附働色 i 楕iO層に'"似するが健上プロ タH 儀ι"むu
時制色2 集味をお"る 棟上ブロ ク..鼠に含む6

"，1プロク

明白 1 刷

羽"桶

痢3崎両
~4 刷

司"楢
崎町6幡

市17柑

司"制
凱，~属

病iO鴫

"11附
Jf¥IZltf 

繍"欄

2 • 
画面司
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1一号住居跡第 5図

1号住居跡

fi肘で昨認されたa 砿AZ而の海J主は 387mである3 4 5 G) 1 ~;-tHr;.湖、は、調査区の北凶 ( 0 1 0 

跡的1判官IIJ古i分は削ギされている。

ir7 ドはA .Bの 2つが確認できた。北l珂)jl'リの断I面図を掲載した fjがAカ7 ド、北京hrfJ]のものがBカ

Aカマドの床而は、 I也山内ローム tをほぼ水、l'に.jl:!iリ下げて床面としている。照的Jιちlーがりはほぼ垂直

4 

マドである。



で、地山のロ ム lが立ちJがっている。本tio肘跡的北隅には、この笠に貼リイlけてあったと辺、われる粘質

土の品i法問、が確認できた。

B カ 7 ドの床 I(IÎは粘質仁で貼，~されている 。 この向き i止、 B カマドグ〉火床I由1 とほぼ同じ高きで、 A カ7 ド

の!ぷ1mと比べて 15 cmほどi出し、。しかし、床面を雌認することができたのはカ7 ドの周辺部分のみであった

ので、その他の遺構の構造については不明である。

遺物tH土の頻度が向かったのは住肘跡の西IHII部分で土師器の裂などが出上している。これらはAカ7 ドの

Lので、 Bカ7 ドのifi物は僅かである。
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2号住居跡
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「 、 8 
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- A' 

B_387.000m 
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9 10 

2今tl尉飾今マド 土幡説明

~I 層集褐色Jc

賀商2・ 却を主プロ yタ 砂慣 iを含む.

1¥"3" A島尚色土 焼上プロ Jクを少量含む
~4~ 崎倫色土用臥tl;ぴる.

- A' 

続 5 ~ 妓土プロ γタ 妙WJ 剛附色上.含む.
娩6・"上プロ ク
単7111 崎崎色土俊之プロ rタを少量含U，
司"層 略網島色土 角陸上プロ タを舎を，.

~9 嶋 崎補色土と鯵賀J:Q)i包噌.t.
111 10'" 鴫筒色.lξ晴陶色土の..晦Jc.

o 

第6図 2号住居跡

-8' 

2聞
~ 

2号住居跡は、訓告区の北西附 (005-350C)で椛材、された。雌認liITの海抜は 386.6111である。

{主開跡的*1則は削平されている。
主軸は西である。カ7 ドの骨一辺部の確認はできなかったが、焼上と土師器内伎の破片且ぴI也山内上が激し

く混ざリ合っているのが雌認された。焼上は鮮やかな亦色であった。

床Iml立、ほIf水、p:でしっかりとしたl泊床が硲Bぜでき、カ7 ドliijの床面には焼上が散らばっていた。床[匝!の

東制IJでははっきりとした範囲は同定できなかった。地山は東側由、}.I.¥色土で、同制11はローム l二である。壁の立

ちヒがりもはっきりとしている。11穴と考えられるピ ソトは I)，1;のみ確認された

遺物は土師器の襲、~f{忠 ~iiのJ{-などが出土している 。

一 5



3号住居跡

3号住肘跡は、調査区のはぽ中央 (OlO-335G)で確認された。.1(';2.IIIIの海抜1;13 8 6 mである。

主軸は西と判断した。カマドの底部分と思われる焼仁のみ確認できたが、残存状態1;1良くない。

床は池山内ローム土を倒 。]込んだ七に貼床がしてあった。警は北側、 東側ともほぼ垂直に立ち上がってい

る。 逃物は土削1協同裂、年1忠協の料、椀、羽釜のはか仁鋭、欽織が出土している。

6号土坑

6号土坑1;13号住居跡の南開で確認された。平面形は*1四万向を長辺とする仏円形で、再i土はロームプロ
，7を含むurr尚色土である。

/ 
Q O¥)Q_、 可b

ノ綜JJ¥ あ

6号土坑

プー恥
t 

?人YJ〓
現土 。Q ν

• 

、ー一一 ーーーーー一 一J〆

A_385.7回 m

下 E三 3 て手一7τ76J

3 "住居俗士..~剛

>.，層 暗褐色， ・Uif 貧血色位子 炭化物全除積極民合u
事2廟 鴫褐色上 FAプロ pク.積債‘t含む

.. tt~ { 貧血色怯を少量含む.炭化物管帳f積極含υ
嶋を肱徹飯合U.

第3!耐 崎倫色 L ~2 嶋と陥似するが きめが槻〈 機 i 炭化物がややk善いa
ロ ムプtI-~ クを少量含U.

第今月両銅色上 粘土慣のプロ ク炭化物を含む.

冷ヲトに近、、"分が健主化している

."層処土

"'6層暗闘色土事2刷に制似するが礎"含1公ぃ。

第 7図 3号住居跡・ 6号土坑
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4号住居跡第8図

4号住居跡

4号住屑跡は、調査区の北京寄り (0 2 0← 3 2 5 G) 

る。住居跡的市制1Jは削、l'されている。

王軸は北北岡である。この4号{主制跡のカ7 ドは点紅と JってH.いほどの鮮やかな濃い赤色で、残lJf状況

5mてれあで昨認された。確認l師内海jb:li3 8 6 

も良皇子であった。

床は、 I也山内ローム tをJ屈り FげたLのである。このローム上は褐色でやや灰色味を借ぴた粘土nに近い
ものである。カ7 ド的問制1Jで確認されたピソトは貯雌穴と与えられる。 東1WJの床Tfiiで炭化物片、礎、焼 lーが

統認できた。

しっかリと Lた地山のローム上が立ち上かっている。覆土は地山町硲qEの立ちヒがりはほぼ垂直であり

色ローム土がH~入する暗褐色土であ っ た

4号住居跡は、米岡万向に走る耕作滑に悦再しされているが、残存状態は良〈、 w物も上聞1器の賞、尽など

7 

カf出 tしている。



で確認された。確認面の海抜1"3 8 5 mである。

5号住居跡

5号住居跡は、調子f区のほぼ中央 (OlO-330C)

住居跡の南側jは削平きれている。

カ7 ドについては、その痕跡も含めて確認はできなかったが、主紬は西南凶か句東北東であると推測され

カ7 ドは存在しなかった可能性もる。本遺跡の住居跡の力7 ドは、 西と北耐のものが多いことを考えれば、

考えられる。

壁は地山のローム土がほぼ垂直に立ちヒがり、床は一部を貼床している。壁の立ち上がり部分には周溝が

まわる。床の北西寄りの部分にピ y トがあり、灰f~1陶協同町lが出土 L た 。 f互 t は FA 粒子を僅かに含む附褐

色土である。

遺物はほかに、須忠器の将、境、羽釜など力、出土している。
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5 ~}住居勝土層"明

ロ ム佐子を微量含u.F A 処土炭化物を甑微鑑含む.
9麻l曜に飴似する.ロ ムプロ yクを少貴含む.
省121i1に紙似するが ロ ムの含み万が少佐い.

娩士 炭化物を婚観世量含U，小聴を含む.

賞、4幅略尚色土郷 2楢に"'似するカ 小碕を合U。

略偽色土

時禍色上

暗絹色土

第 1.面
調腕 2層

~3 廟

2 m 

第 9図
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5号住居跡
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8号伎汚跡 t層統明

第 i刷 略働色土 やや第昧をJH!る固尚色純子を後置含む.

FA 焼土 白色粒子を価低像量含む.
第2層 略絹色土 o ームプロ yク 鮎土プロァクを微量含む.

健土 白色位千 時を維百世量含む.

第J!画 嶋偽色上 黒色土を多量に含む.F A 綾主を傾微量含U.

貧値色位子 白色粒子を傾微量含U.
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6号住居勝 土層説明

第 i層 偽色上 限偶色上プロノクを少量含む.貧剣色土プロ Jクを極少量含む.

FAプロ yク 処土を像量合む.
;n 2 R画 褐色1ニ 賞味が強い 貨担色イkブロ ノクを極微量含む.

FAプロ yクを多量に含む.後土 炭化物を隊隊値含む.
白色也子を極微量含む.

~3 層縞色上 ドAブロ yク貨位色ブロ〆クを微量含U.

焼土炭化物を極微量含U.

第4層 機色主 砂質上が水平に地備する. F Aプロ 17t多最に含む.
期限土炭化物佑土プロ yクe極微量含U.

務5層 処色上 FAプロゾタを少鼠含む 処土炭化物.鰍微量含む.
白色位子小喝を極微量含む.

揮¥6婿 綱色土 FAブロ〆クを微雌含む.'J'"墜を紙撤量含む
前笹色位子鍵J 炭化物を鋭微鼠含む.

貴広7層 略尚色ゴ， FA 後土を微量含む.

算18騎 鍋色土 時前色I 白色敏子をまだ均に含む."健全極微量合U.
FA 規上炭化物を積債含U.

第9層 晴時色土 岡崎色土を含む. F Aプロノクを多置に含む.

焼土炭化物 白色位，を極微量含U.
動w楢 崎色主ニ ドAを少量含む 鍵 2 炭化物白色粒子を催積厳含む

MIl刷 偽色土 FH像鑑含む.貨砲色位t乙小慢を組後量含む.
~12層 偽色土 FAを少鑑含む.処1 炭化物 白色佳子全紙微量含U.
1tIi3晴 樹色土 晴縦色iょを多量に含む.後上 炭化物を係微量含む

FA 枯iニ質プロ yク 貧恒色純子を像"含む.
m"月面 倒色土 崎船色主を荷量骨量含む圃 FA 後土 白色位子を極微員合むー

炭化物 粘土質プロ y クを極微，，~む.

司自印刷 略筒色上 FAプロ ック 術色土プロ yクを微量含む
健上 質段色位子を傾徴録含む.

司自16層 綱色土 FA 処土を駆微量含む.
第17刷 m色上
司自18層 悔色上 凱14月面に頬似する.時偽色土を微量含む.

FA 納土プロ pク 白色佐子を値微量含む。
第191M 褐色土 FAプロノクを微量 FA純子を 多鑑に含む.

続土 炭化物 白色位fを磁微量含む.，聖を少量含む。
帯~20相 側色上 第19婦に自白似するが F警は含まない.

。
旨面画面画面画面画面

2 m 

第 11 [詞 6・7号住居跡(2 ) 

6・7・B・12号住居跡
6 . 7・8・12号住居跡は、調査区の南側 (000-335G-000-345G)で確認された。確

認面の海抜は 384mである。6号住居跡以外は住居跡の南側が削平されている。この4つの住居跡は切り

あっており、重複関係は、 7号住が6号{十を切り、この 7号住と12号住を 8号{主が切っている。

10 
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直ifL *== 3 τ二三ご三~二二プ7

8号位牌騎 士帽説明

第 i層 暗術色土 FAブロノクを徹Il含U.焼土炭化物全徹昆含む.

白色位子を微量含U.
11¥2溜略褐色t FAプロ yタ炭化物を微量含む.
第 3層 時前色上 FA ローム位子を徹底含U.焼土を微量含む.

~，~ 時偽色土 FA ローム向子を徹11含む.
帯 5~両 日豊偽色土 ロ ムを多量に含む. F Aプロ ァクを微量舎を，.

後上白色位子を..量含む

1ft 6 ~両 略燭色土 FAを微量含U.賀虚色桂子を極微貴含む.
第 7層 階縞色上姶土プロ〆ク FAプロ ック 処土.極微量含む

。_384.5曲 m

6 

"号{主彬跡 UiI観明

第 1層時絹色土 FAプロック 白色位子.甑磁置含む.

処ゴkを微量合U.
第2h瞬 時尚色上 FAプロ γタを少量含む処土を微量合む.

炭化物 白色倣子をも‘徴量含む.

第3層 瞭綱色土 明賀附色土プロァクを含む.白色位 fを極微量含七。

第4層褐色土 略縄色土とロ ムが1肱ヒる砂質二t.
調"楢 略副島色土 鍋色土を多量含U.
第 611f ，易色土 ，..層に傾似する.鍵土 明貧褐色土を含U.

省内 7)jf IIA総色土 FAプロ yクを少量含む.明賞褐色土プロ 〆クを含む.

白色枝子を催少賢含U.

第 811f 時制色土 FAプロ〆ク 明賞褐色土プロ yク会少量貴含む.
床面直上付近に燦土.住微量含む.

D' 

第 13図 B ・12号住居跡(2 ) 

D 2 m 

6号住居跡は、比較的残存状態の良い住居跡て"あるにもかかわらず、カマドは確認できなかった。北西、

南西、南東の壁については立ち上がりが確認できたが、北京墜については 7号住賠跡に切られている。壁は

ほぽ垂直に立ち上がるが、北西壁では床面から 55 cmほどの高さの部分で 10 Cmほどの水平のテラス状の段

差が確認された。遺物は土師碍の杯が出土している。

7号住居跡の主軸は北西である。確認された 2つの力7 ドはいずれも 7号住居跡に伴うものと判断した。

住居跡の北西に焼土の塊が確認された。その南側の粘土・焼土プロ yクを合的て 7号住居跡のものである。

壁面は北西宮1¥のみ確認できた。6号住居跡との境で、明らかに 7号住肘跡が切っていることが確認できたが、

7号住居跡的南西側の壁の立ち上がりは確認できなかった。立ち上がりはほぼ垂直であるが、床から 60 cm 

12 



のところで外側にテラス状の段差が張り出していた。この部分の大きさは 2mXlmでピ yトがIつある。

床は南西側と北凶制IIのみ L字型に確認できた。残りの南東側は 8号住居跡に切られていて残存していない。

力7 ド付近には焼土プロ ，7 炭化物片が多数散らばっていた。組土は暗褐色土でFAプロ ックを僅かに含

んでいる。遺物は、土師器の杯のほか、臼玉が出土している。

1 2号住居間;は商側を 8号住民跡に切られている。壁を確認できたのは北壁及び東壁で、ほぽ垂直に立ち

上がっていた。カ7 ドは維認できなかった。

B号住居跡については、はっきりとプランを維認できなかったものの、床面1ははっきりしており、その床

而円高さは 12号住民跡より高い。また、 12号住居の床面とのtBJからは、直径20 cmほどの喫が多く確認

された。造物は土削l器の袋、原がHl土しているが、量的に少なく、 7号住居跡との造物の差が顕執=である。

9号住居跡

9号住居跡は、調長区の南西隅 (995-350G)てー縦攻、された。確認[町内海抜は 385mである。住

居跡内南京部分は壁の上部が削平されているものの、残存状態は良い。

二E納は北西方rilJである。力マドは灰や炭化物粒等から使用した浜跡が確認できるが、土は亦味を情びてい

なL、。袖は地山町ロームにに...;.:い庖色町粘土と引色土を貼りHけ、石を設世している。

地山は東側が黒色土、西側はやや粘性のあるロームゴで、壁はこの地山がほぽ垂直に立ち上がる 。 残存~

高は西隅で 10 5 cm、東隅で 15 cmである。住肘跡的南東側はテラス状に壁面的上部に段是ができている。

床Ullは、里色土と尚色土が混ざった土で鮎床されていた。その床に残存状態の良いピットが4本確認され

たが、これは主校穴と考えられる。このうち、力7 ドに近い 2本の深さは床而から 40 cm、残る 2本は 50 

cmである。また、カマドの南側にはJli蔵穴と考えられる正万形のピ y トが確認された。深さは床面から 55 

cmてeある。

説土は FAプロ yクを含む褐色上である。遺物は土師器の係、 m，Eg器の界、益などが出土している。

1 0号住居跡

1 0号住居跡は、調査区の南西隅 (995-350G)で確認された。確認l面的海抜は 386mである。

北丙の壁のみはっきりと確認できた。カ7 ドは確認できなかった。

地山のロームtをjf，i，り込んで床f(uと壁としている。 10号f工肘跡、で確認された礁の半数ほどは焼けて熱を

受けた状態にな っ ている 。 額上は時褐色土に '~I賀補色土が混ざっ た状態で、 FA プロ y クを倣かに含んでい

る。

治物は須恵綜のl{-、2高、羽釜などのほか、砥イ7が出土Lている。

1 1号住居跡

1 1号住居跡は、調査区内東側 (015-315G)で確認された。確認1fi1の海抜は 383.5mである。

カ7 ドは確認できなかったが、南京部分に焼土のまとまりが雌必できた。

r~はやや緩〈立ち lこがる 。 床は fEJlr跡の南側で旧制色土の非 'ìi~' にJlil (締ま った貼床が確認されたが、北5t

寄りの部分では地山のローム土をばとしている。

覆土は暗褐色土でFAプロ ソクを僅かに含んでいる。地山のローム上は径2Ocmはどの礁を含む。

遺物は須恋器の婦などが出土している。

一13
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後土プロノタ ロームプロ yクを積量含む
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娩6騎 燃削除色上 大型ロ ムプロ 〆クを少量含む.

B-385.600m s' 

C-385.6明 m c' 

。 2 m 

第 14図 9号住居跡
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1 3号住居跡

1 3号住居跡は‘調斉区の東端 (OI5-310G)で確認された。ぽ認面の海抜は 383mである。住

居跡の南側は 2毎土坑に切られている。カ7 ドは確認できなかった。

壁はI也山のロ ム土がほぼ垂直に立ち上がり、床は黒褐色土で強悶に貼床されていた。この床面には、径

1 0 cmほどの地山の喋が多数確認された。覆土は黒褐色土でロ ムプロ ソク 砂粒を含む。

遺物は少なく、東側の床面から刀子力、出土したほかは、土師器片、 5白必器片が少量出土したのみである。

2号土坑

2号土坑は、 13号住居跡の南側 (010-305G)で確認された。 13号住肘跡よりも新しい。南及

び東側で遺織の範囲を舵認することができなか った。磁土は黒褐色土で、 一部粕II!テ7ラを含んでいる。

1 5号住居跡

1 5号住居跡は、調査区の北東 (020-325G)で縫認された。確認面の海抜L!386.5mである。

この住居跡は東側が調査区外であるので、確認されたのは平面的に 1/2限度である。

主軸は北西である。カ7 ドは純認できたが耕作講に切られていた。壁ははっきりと地山のロ ム土がほぼ

垂直に立ち上がる。床は地山内ロ ム土てある。土府断而は、組土を含めたものが現在の地表面から住肘跡

の床面まで一括で確認できた。調査区内西側から比べると現在の地表から地山内ローム土までの深さは浅く

なっている。覆土は黒褐色土でFA粒子を含んでいる。

遺物は少ないものの、須，'&:*告の材、椀などが出土Lている。

1 6号住居跡

1 6号住騎跡は、調在区の南側 (005-320G)で確認された。確認而の海抜は 382.5mである。

住居跡の東部分は壁の上官11が削平されているが、残存状態は良い。

王軸は西方向である。カ7 ドは良〈焼けており、カ7 ド付近の床面も赤〈焼けた状態が確認できた。袖は

I也山内ロ ム土に粘土を貼り付けた後、石を設置している。カマドの覆よは、補色土の粘土質の層と焼土プ

ロンクとなった層が確認できた。確認面からカ?ド底部までの尚さは 65 cmほどである。

壁ははっきりと、ほほ垂直に立ち上がっている。地山の西側はロ ム土で、束官111は黒色土である。桜土は

黒褐色土で、ローム粒と FA粒子を含んでいる。床面はピ yトは確認されなかった。

i世物は、士師罷主唱の破片や布製紡錘車が出二十している o

1号土坑

I号土坑跡は、 16号住居跡の北西 (005-320G)で確認された。確認而の海抜は 383.5mで

ある。残存状態は良〈、プラ ンははっきりと線認できた。平面形は東西JJ凶jを長辺とする長方!日である。壁

はほぼ垂直に立ち上がっている。組土はFAプロ yクを含むE補色土である。

3号土坑

3号土坑は、調査区のほぼ中央 (015-330G)で確認された。半面形は円形で、覆土はローム粒、

FA粒を含む黒褐色土である。造物は土師器片、須恵器片が若干出土している。
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"母住居酪 21}t筑 i楢誕明

~I 楢 黒船色 t 納川チフラ.多盈に含む妙t~， . 'J砂利を少・t含む
n色*Hを少量含む.

~2 層 にぷい貿崎色・H可層 .総色・E
縄開 3.1if ..縄色土 納川テフラを比綬的><含む

小崎ロ ム悦子白色'H~ト像掻含む
布陣41M .~綱色士ロム 1>1を多量に ロムブロ クをlt鮫的多(~U 

慢を含U，'"層 黒術色 L ロームIH ロ ムプロ タを微量量含む
n色村Fを像畳砂敵を少Jl含むe

市16柵凧割問色土ロム位fを多量ロムプロ クを少量~むp
白色fU 砂位をII:.~守む

1 3号住居跡・ 2号土坑

17ー

第 17図
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L=387.0個 m

"号住居跡士層鋭閉

第 1111 緋作上 納"1テフラ砂位を比綬的多く含む.
ロ ム寸穂を少量含む.F Aを微量含む.

第2層暗偽色土 FAを少..含む.0 ム 機土白色粒子を徹量含む.
砂勉を含む，

~J 層 調偽色土 FA 炭化物を少宣含む.ロームを像量含む.
第 4層 月眠術色土 ローム主体の悩士債の土..ltt 炭化物を少隻含U.

砂位を含む園

第 5層黒褐色上ロム白色位子を少畳含む.

ロ ムプロ γ ク焼土を徹量含".

第6層 赤利略色x左噌働色土の祖地層x
焼土を主体とし 炭化物を少量含む

ヨ"層 個眠時総色土 ロームプロノクを多量佐に含む.処土を微量含む.

第8婚 にあい補色土耕土プロノタを主体と し 旋土を徴量含む.

第 9婿 無利回色土 FA ローム 焦土を徹量含む.
第1O!両 黒縄色土 ロームを多民に含む.F Aを楊.. 含U.

。 2 • 
i 

¥な

1号溝②

B~ 387曲0"

第 18図 1 5号住居跡

4号土坑

r、
暁土 l 

1号溝③

Lr-

ノ

/ 

s' 

s' 

4号土坑は、調主区の中央やや西側 (OlO-340G)で確認された。平面形は円形である。磁土に焼

土層が見られることから、向IJ平された住居のカマド跡とも考え られる。遺物は須，1M器畿の破片や椀が出土し

ている。

5号土坑

5号土坑は 調査区内北西 (OlO-350G)で確認された。平岡形は惰円形で、組土は暗赤褐色土で

ある。

2号溝状遺構

2号溝は、調査区の南西隅 (9 9 0← 3 5 0 G)で硲認された。北西から南東万向に走向しており、覆土

はロ ムブロ ，，:;を含む暗褐色土て自ある。

- 18 
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16t;}往信勝 tこ均"足明

m 1 ~面 司風船色士 ローム村Tt比般的多〈含む ロームプロ，タを少置含む.
F A.少鼠含U.鍵上 炭化物を撤E量含む
砂粒小砂利を少髭含む.

1Il2届 明網島色L ，l¥一層と近似するが砂1.i'.J:，j，);"tま会い
ロームtHを比際的多〈 ロームプロ，クを少民含U.

FA 炭化絢を少量含む o色也子を徹量含む
処土を桜像.含じ.

1Il3届時綱色土ロム蚊Fを合《人ロムプロ yクを徹量"む.
炭化物を微鼠合U，集1を検微細"含む.

司， .輔噌網島色』 ロ ム I~ ft含むロ ムプロ，クをlt般的多〈含U.
炭化絢.. 量・"守む...土e除像R:常U.

司"層 戸内色."1絹色.tが? プル荻にi民じる 小妙刊を徹腿倉U.
ローム院 fを2乞敏的多〈 ロ ムブロ，ク.少量含む.

賀16噌 ..尚色 i ローム位了を比般的多〈、ロ ムプロ Jクを織長含む.
黒色 iγo，クを少量含む，n色位7を彼自量含む「

'17局面 ロ ムと夙褐色Lとの齢層主
ローム飽U:".ロ ムプロ タを比般的多〈含む.

"1届 黒褐色土ローム粒子ロームプロ クを像‘含む.
，.，を微量 砂伐を少霞含む.

司"崎両 照鰯色上 FA ロ ム"了 .uニを徹』色合む.般化物 砂位を少震含む
挽 3 司~ .'1¥褐色 o ム位チル少量 ロームプロ ク..吸血合U.

FAtiJ.畳鍵土を少量合U.炭化鋤を含む
1Il.膚周処色土机3膚ξ鰍似するがロームを"含む FAI!含ぷない.

・・刷れと恩われる

司"桶黒色上 ローム.比般的多〈含む. ~U)!れ と 思われる.

0_383佃0. -0' e_383.2凹 m B' 

LJ 。 2 m 
画面面面面d

第 19図 1 6号住居跡・ 1号土坑
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一1明色一一

A-386.6曲 m

奔云三三2

3号土筑土膚説明

第 l層 黒補色土 FA.o ムを少量含U.白色佳子を微量含む.

砂位を比鮫的多〈含む.聴を微量含u.
第2!属 燭色ロームプロ リク

黒船色イkがプロノタのすきまに狭まれる.

3号土坑

/ 
A O -A 

A_ 3H7_000nl 

一ー「ー¥一一~

5号土坑

--=cコι←

A' 

A- ⑤ -A' 

み静子
4号七筑土層説明

A' 
眺 1嶋晃県尚色土 ロ ム 白色組子を微量含む.

~ 2 ~面 尚色ロ ム黒燭色土を少電 臼色純了を微量含む.
カマドの天井係糊洛届の可能性がある.

第3刷 暗偶色土 処土全比般的多く合む.炭化物を多量に含む.

ロ ムプロノクを像"'含ミ，.カマドの幾歳函の可能性がある.

第4層処隆上 小際金舷側含む.，令マドの処，，"闘の可能性がある.

第"画時偽色土 ロームを少量含む.

4号土坑

第 20図 3・4・5号土坑

20 



¥吹

き三三

A--ー一一一一-A'
r2/' 

¥3三万5/

6 
L=384.9叩 m

+τ事

+ + 

+ + 

480 

2号'"状OI構 土膚鋭明

"1噌 に-い健制略色土明賞褐色JoプD-~ タを微量含む. 洩周納101 テフラを微量含む.

炭化物娩上 白色位予を後置含".

..，層 時褐色Jo ..網島色よプロ yク舎多.に含".司肉質織色ctプロノクを微量含".
第 3層 略附色 t 明賞拠色土プ0'1タ 後Joを紙撤"含む.白色佐子.微量含む.
調除4/11 崎褐色£ 明"幡色土プロ yクを..に含む.
..，層 暗褐色jヒ 旬開質処色土プロ yタを合"，

M61if 暗褐色土 ..，膚に鎖似するが明貨同色土プロ yタ"徴貨である.

。

第 21図 2号溝状遺構
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第 22図桃瀬遺跡B区全体図
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V 桃瀬遺跡、B区

基本層序

粕川テフラが混入する表土の下層でFAの堆秘が確認されたのは、調査区の北端及び南端付近である。北

端ではやや南傾斜に堆似し、南端付近においては自然地形の斜商にそって落ち込むように 50 cmもの厚さで

確認された。その Fには黒色土が堆綴し、さらにその下にロ ム層が推鎖している。調査区の北側では、現

在の地表面からローム}固まで 11 0 cmほとの深きである。

I にぶい黄褐色土 (lOYR5/ 13)

粕川テフラを少也、 FA プロ ン クを微-;~i含む。

H 灰黄褐色土 (lOYR4/2)

FAブロ yクを少量含む。

111 灰黄褐色土 (lOYR4/ 2)

- 375醐 .1 FAの水平酬の府

W 黒褐色土 (lOYR3/ 1)

FAプロ yクを微吐含む。

W I v 虫色土 (lOYRZ/ l)

一← 一・ - 374.500.I ロームプロ "7を微量含む。
V 

四会

vm 一一-374.000岡
民

第 23図桃瀬遺跡B区基本土層

2 調査の概要

羽 虫色士 (lOYR2/ 1) やや茶味

白色粒子を微量含む。

刊 明黄褐色土 (lOYR6/6)

虫色土を少盆。白色粒子を含む。

咽 明貰尚色土 (2.5Y7/6)

上層よりも緑味が少ない。

国 浅間板鼻黄色軽石層

本調貨に先立ち、試4日調査を中之条町教育委員会が行った。調査区は道町、脇の畑部分である。畑の端には

水路があるため、試掘調査では水の影響を受けない部分に卜レンチを設定した。この試掘調査で綾数の住居

跡が碍認されたため、これらの住居跡の範囲を確認した後、トレンチ幅を広げて本調査を実施Lた。

調査で確認された遺構は、住居跡3朝、土坑 l基である。

22 



3 検出された遺構と遺物

1号住居跡

1号{主}i!r跡は調作区のほぼ中央 (495-025G)で椛認された。確認面的海抜は 374mである。住
居跡の堕向上古iはf川、l'されている。住居跡の東側は調査区外である。

l号住居跡は、西側の4分の lほどが調査区内にあるだけで、カマドもこの範聞では確認できなかったの

で、主軸については不明である。fio居跡の墜はやや緩〈立ち上がっている。

説上は比較的粘惜ーのある黒褐色 Lで、 FA粒子をf，Yiかに含む。床而からはピ ントが3例確認され、 I例は
貯蔵火と忠われる。その覆土はロームブロソクを多〈含む黒v色士てFある。

遺物は土師器片が僅かに出土Lたのみである。

2号住居跡

2号住居跡は;珂資区の北相U(500-025G)で線認された。住居跡的約 3分の 2が調査区内に位置す

る。確認面は海抜の374.4mである。

主軸は南東万向である。カマドの残存状態としては、東fRUの立ち上がリが不明純であった。焼けて鐙色味

を-m:びたカ 7 ドの焼成前IJ、し っかリとした焼土てサ主化物がl面的に含まれていた。

/""加の貼床l主、しっかりとした状態では残存していないが、 I也山のローム府の上に暗茶味がかったローム

土にて行われている。壁町立ち上がりは、やや外聞rJに傾斜している。この立ち上がりの部分には胤構がまわ

っており、西側町1世の下からカマドまで確認された。ピソトはいくつか確認されたが、主性穴は不明である。

遺物は、カ7 ドから土問li総の裂が山ょしている。

1号土坑

1号土坑は、 l号1主}i!r跡の北制rJ (505-020G)で確認された。底面はほぼ水平である。西側は調査
区外であるのでギriii形は不明である。被土はロームプロ yクを含む附褐色土である。

3号住居跡

調査区のほぼ1_111と(495-025G)で確認された。調査区内で確認されたのは住居跡の3分の 2位!立

で、』団側は調査区外である。

J;ji曲Iはほぼ水平で、中央にはI!占/，;，;町的跡が残る。目占Jよは黒色上ブロ yクやFA粒 Fを含む明lIi補色土であ

る。カマドは位認できなかった。残存噌高1;11 0 Cmから 3Qcmで、壁の立ち l二がりの下には、周携がまわっ

ている。周溝の部分の土は、焼土粒子を微量含む。ピソトは 3fl~1雌認できたが、性穴と判断できたのは、東

側のピットのみである。床面からi世物の出土はほとんど無かった。

上府断I面は、地点而から路忍できた。表土には、粕川テ7ラが微量に含まれるが、耕作土のためかまんべ

んなく混入された状態である。表ヒとその下照的・11色土との境町rfiiは、鉄分のためか灰茶味を強<1Wびる。

黒色土は F位でロームブロ yクを含む。床面直上向車{土は、 FAプロック ・ロームブロックを含んでいる。

造物は、土師器)~i が若干出上したのみである 。
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3号住居 C 
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、んで~
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1号住居

A- 干-=と___ .A A' 

9-
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~\ 一一一一一一一_3 一一一~ ~ f--- 6 ¥------ • 、〉一一一 5 ~ 6 I 

7 8 

，<}佐尉降土層鋭明

"1層"21i/ 
"，11/ 
第4層

集 5珊

'"綱."届...層

"作土
黒色土

黒色土 ロームプo.~クを含む.

暗褐色土燃味を必ぴる，k旬。 ムプa..，クを含む.
暗灰鶴色土

時灰働色上 院 5婦に筒似するが 10<:"-"の砂む会合む.

晴灰偽色主 鍵土.像鑑含む. (刷婦の榎L)

臥床面の残存続分

c' 
L=374.6刷 m

第24図 1・3号住居跡
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~ 2号住居

A示ザミ工

2ザ位脱跡 土鳩脱明

~llif ‘賞作七
'¥2雌 鴫網島色土 Mlljテヲラ.少畳含U.，曹を傾像員含む.
崎"踊 .~色土 "を肱検量含む.

司R‘・ ..色土 第'"に近似する.

M3 ，wQ)鳳色上プロ γ クと司自 s 婦の晴灰褐色上プロ y タ舎~震に含むι

ms刷晴灰縄色土砂む{鰻訂')を磁微量含む.
続 6!胸 鴫灰判E色土 ローム会合む.処上を徴量含む. (悶鴻のflL)

B .374.5似)m 一 白俳 C_374.5帥 m

第 25図 2号住居跡・ 1号土坑
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中沢遺跡C区

中沢遺跡C区全景
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1号住居跡全景 1号住居跡Aカマド全景

5号住居跡遺物出土状況 5号住居跡全景

6号住居跡遺物出土状況 6・7・8・12号住居跡全景

9号住居跡全景 1 3号住居跡・ 2号土坑遺物出土状況

-27← 



‘4 

1 5号住居跡全景 1 6号住居跡全景

2号溝状遺構全景 1号住居跡出土遺物

3号住居跡出土遺物 5号住居跡出土遺物

B号住居跡出土遺物 9号住居跡出土遺物①

28ー



9号住居跡出土遺物② 1 5号住居跡出土遺物

桃瀬遺跡B区

2号住居跡出土遺物

- 29 
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